
SCSS試験加速器は、我が国独自の方式でのコンパクト

なXFEL建設の実現可能性評価を目的として2005年に建

設された。2006年にレーザー増幅に成功、2007年に極紫

外（EUV）領域のSASE-FELの出力飽和を達成した。

2007年 10月から、EUV-FEL光の試験的利用が行われ、

2008年５月から公募による本格的な利用が開始された。

2011年度も、引き続き利用運転が行われた。XFEL利用の

ためのR&Dに加えて、原子分子光学、コヒーレント回折

イメージング、光学素子のダメージ、発光素子の研究、非

線形光学等の研究が行われ、2011年は、14報の論文が出

版された｡
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3-4 SCSS試験加速器




